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本会議名等 議員名 平沼　昌平 確認年月日 H30. 12. 17

開催日 H30. 12.13
議案名等

議案第40号

平成30年度一般会計補正予算（第６号）

（農林水産業費　熊等による被害対策費）会議名 定例会12月会議

質問要旨

【熊等の被害対策について】

熊等の被害対策について、ハンターの数が減少している中で今年のように捕

獲数量が多いと解体だけでも大変なものかおり、ハンターの方々だけに頼っ

ている状況で、今後、出没する熊や鹿の処理への十分な対応を考えたとき、

ハンターとは別に処理を担当する組織的なものを作るか、今ある別組織の人

材活用を検討する時期に来だのではないかと考えるが、町長のお考えを伺い

たい。

答弁要旨

(答弁者：鳴海町長)

熊等の駆除について、ハンターの方々にはご苦労かけていると思っている。

先般も町政懇談会の中でかなりので負担を強いていろとの意見を聞きましたの

で、ハンターの方々にはなるべく仕留める方に集中して頂き、解体なり処理

については別な方が、組織立てして出来るのであればいいのではないかと

思っている。ただ、それを作り上げるには時間が掛かり、色々な業者に相談

ということもあると思います。　しかし、中心となるハンターが倒れると、ほ

とんど何も出来ない状況にありますので、今、頑張っている方ので負担軽減を

どうしたら出来るのか、お手伝いを出来るような、そういった方々がいるの

かどうかも含め、ハンターの方々とよく相談しながら、対策をなるべく早い

段階で取っていきたいと思っている。

対応・進捗状況

対応済み

(平成　年　月　 日) 実施不可対応中

取り組み状況

・ 令和元年６月１日　現在

ハンターので負担軽減が図られるよう、捕獲現場からの搬出及び解体作業を

担う人材の確保に係る支援制度などの検討を進めており、内容の整理ができ

た段階で制度説明及び必要な予算措置を進めてまいりたいと考えておりま

す。

調査を終了する本会議 平成32年度定例会3月会議

その他参考事項

追跡内容は上記の1項目としました。
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